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1． 目 的  

都下における養豚経営を維持し、展開するにIま、高生産性とともに、地域の生活環境と調和  

を保つように∴ その生産基盤を整備することが要請されているので、悪臭癒昔を畜舎構造の面  

から遮断する無忽豚舎の実用化をはかる目的で、設計上の各種基礎要因を究明する〔  

2．実験材料及び方法  

供託豚は、当場紫養のラ：／ドレース撞から生産された子豚20頭を用いて飼料ほ、豚産肉能   

力検定飼料を不断給餌として与え、体蚤約10K9より90K摩り連まで簡易閉鎖式豚舎で、1【い5材の腰   

房に一群10頭の辟飼とし、この間附属運助場において、多少の放飼を行なったが、測定当8  

は舎内飼育とした〈  

朝一回試彗釦王、1972年7月から11月まで、崩二也試験は、1972年11月から75  

年5月までであり、この間何れも順調な発育をみた∩  

測定は、それぞれ・発育段階別に毎回午後に自然環境条件のもとで奨施し・延1d占   

測定値を得た。  

測定方法は、戸庶民等の考奏した、ベット式保定詣を改良したものおよび豚梢採気マスクを   

使用する開放式呼吸試験装置によった（  

採気は、ダクラスパックに採気し．直ちに乾式ガスメーターで計測するとともに、労新式小  

型ガス分析器を用いて、ガス分析を行ない、酸素消貨量等を算出するとともに呼吸比を求め、   

Zunty and Sakcambergの熱発生表によって、発生熱量を求めた。  

なお採気と同時に、供式膿の心拍似やサーミスタービ・・′ク7・ツアによる呼吸叡を心電計を用  

いて計測するとともに、直腸温や雀牌専を測定した．，  

5．実験成績  

測定の結果l土、表1および蓑2．に示すとおりである。  

顎一回実践時の室温は、50℃から10℃台まで大きく変動しているために、発育役僧別測   

定値に余り明確な傾向が認められないが、1分間当り呼気量は20k拍の臼．8±1．8g、5口   

k婚の15・D±5・5g、80k婚の1丘8±5．Ogと、庇長に件ない相加し、反如こ体重1k才  
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当り呼気墓は、20kg台の5d7±104′刀g、50極台の±占07ゼ、80kg台の197±   

占77乃ぞと成長に伴ない減少する傾向にあり，また体重1kg当り、麒菜摘賛意や炭酸ガス排出  

量および熱発生量も同様の幌向がみられた∩  

東二回実験では、測定時の室温が、1t℃台から14℃までと変動幅が少なかったので、概  

ね一定の傾向が認められた。   

すなわち、1分間当に脈拍融は、体重2D噂台の150．8 ±1占・7戚を最眉匿50kグ台   

では128・5 ±18．A 臥 80kg台の1Dごd・．1＋12・1回と発育とともに減少してお   

り、また1分間当り呼吸故も同様に、597 ±－8．5 臥 50・5 土・4・7 凶、28．る ±  

1D、4回と発育をこ伴ない減少する傾向にあった。   

1分間当り呼気量については20kg台の10・2 t 5．7 ＆から40kク台の15．4 ±2．4  

gまでは発育に応じて増加するが、その後♭ま12g台とはぼ一定であった。   

しかしこれを、体毛1kダ当りの呼気量でみると、2D柑台の4D4±1457刀gから50kダ   

台の251±587刀g、8Dkg台の150土58川‘と発育に伴ない減少している。   

なお一回当り呼気量では、2口kg台の25史8±94．5r刀g、50k才台の4「199士92．4  

川g、80kg台の484＿D士145．9けigと発育に伴ない増加の偵向にあった。   

消資酸素、ノ勤ま、2．d6士0．27％から5．52士0．59％の範閉にあり、体重1kダ当り酸素消   

費量は、体重2DKダ台の10．54士5．517刀gから50kg台のス44士1．dmg、80kダ台の  

4．91士0．957乃gと、脈頼政と同様発育に伴ない減少しており、また炭酸ガス排出ほ、2．82  

士0．27％から5．42士0．54％と酸素消費量をやゝ上廻っていた。  

体重1晦当り炭酸ガス排出量も、戯素消費量と同様の傾向を示した。体重2Dkク台の1124  

士5．d叩ゼ、5Dkg台の795士2．08丁刀g、90kg台の5，00士0．097打gと、体重の増加  

に伴ない減少した。  

体毛1kク当り発熱蔑も戯素や炭酸ガスとl司様、20kg台の55．1士1d．7calから5Dkg台  

のう8．4士8．8cal、80k伊台の2孔7士4．8calと、増体に伴ない減少する。   

これら実験時の呼吸比ほ1．02士0．09から1＿D9士0．08の聞にあったが、これらの値は、   

尭育の旺盛な段帽にあったこと、不断給餌時における測定であったことからはゞ妥当なもので  

あったとみなされるっ  

4．要 約  

ランドレース唾、子豚20頭を軌、て産肉能力検定用飼料を不断給餌して、ベット保應のマ   

スク法による槻放式呼吸試験装櫨によって発育段階別iこ呼吸試験を実施した結果、つぎの知見  
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を得た。   

【1J脈拍数、呼吸数lま増体に伴ない減少する傾向Fこあった。   

（2）一分間当り呼気量ほ、発育研糊には増体に伴ない増加する傾向にあるが、体重4ロー50  

極以降の変化は少なく、また紘電1kg当り呼気畳はその反対に減少する傾向にあった。なお  

一回当りl平気量でIま、明らかに発育に伴なって増加する。   

（引 体重1kg当り酸素消費量、炭酸ガス排出魚ならびに熱発生量は発育に伴なって減少した。   

（4」これらの実験時における呼吸比は1から112といずれも1以上を示しと。   

表●1 第1回呼吸試験成槙  

平  境一体脈呼  呼気量  0空洞貴慮   Cq排出量   正 ‾ ’ 
均 体  

跳   

l2且922■li70り沌DL川■541■111051d2Bま112■5［        7・51  2．S5  エ4d  …十…   14．5      車中・ロ．t40・2 u  
士19  7   士引Dト圭2・7ち士9A㌻±ロ・5士15・5ト士15出島7      士7 

定 柵 奴 ”   

車 

u  

85．1    1エ‘8・9≡5乙D：5賃dr15d1      27一口  1る．8  197 57”」5．51    ‘．4－l   」 ま25ld97tlO8    i515   
士まD  11 42．占：   押下三ェ01dODL；‥こ 

－18－   



表2 第2回呼吸試験成績  
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